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【活動の基本情報】 
 参加学生数：16 名 
           （1 年生：9 名、2 年生：6 名、3 年生：1 名） 
 活動期間：2023 年 5 月～2024 年 1 月 
 担当教員：木川剛志、佐々木啓 
 

 

1．活動実施の経緯 

 JR 西日本と北陸三県の自治体と大学が協力して行う産官学連携事業「北陸カレッジ」
に参加した。各地域の課題を踏まえて、若者視点を活用した地域活性化、旅行需要の喚起、
学生の成長機会の創出を目指すプロジェクトである。和歌山大学が担当した自治体は福井
県福井市と富山県南砺市だった。この企画はこれまでも継続的に和歌山大学観光学部とし
て参加してきたものである。 
 

2．活動の内容 
 参加学生は、5 月 28 日に北陸３県の自治体からプレゼンを受け、その中から希望を提
出することになり、他の大学と重なった場合は抽選となる。その結果、担当する自治体二
つが決まり、それぞれの学生の希望に基づいてわかれた。それぞれの自治体と交流し、事
前学習を始め、その成果を 7 月 15 日に他大学との合同で開催されたキックオフミーティ
ングで発表した。その後、福井市班は 9 月 19 日～21 日、南砺市班は 10 月 7 日～9 日に
現地実習を行った。その成果は、11 月 18 日に中間報告会が実施され、12 月 18 日には大
阪グランビアホテルにて成果報告会が行われた。 
 

3．活動を通じて 
 和歌山大学は 2016 年ごろからカレッジに参加してきたが、今年まで一度も主要賞を受
賞することはなかった。今年はようやく福井市班が主要賞である「優秀賞」をはじめて受
賞することができた。他大学がゼミを中心とした 3 年生、4 年生が中心であることを考慮
すれば、これは快挙である。また南砺市班も非常に面白い企画を組み上げていたので、こ
の活動を通じて、大いなる学びがあったと考えることができる。 

観光学部においては実践的な学びが重要であり、本プロジェクトのように産官学の連携
がはかられ、社会実装の仕組みがあるものは今後も続けていくべきと考える。 
  

福井県福井市および富山県南砺市 
北陸カレッジ 2023 
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4．成果ポスター（福井市班） 
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4．成果ポスター（南砺市班） 

 
 



2023年度 LPP合同活動報告会 実施報告 

 

 
  

福井県福井市・富山県南砺市 
テーマ：北陸カレッジ 2023  
 報告では、北陸カレッジの内容・福井市と南砺市について・活動の内容・これからの活動
について触れました。特に活動の内容については、福井市はターゲット選定の際に使った分
析や福井市に対しておこなった提案と実現性などについて言及をしました。また、南砺市は
提案を行ったモデルプランの内容とターゲットや価格設定について言及をしました。 
 以下報告の際に福井市班に来た質問とその回答を掲載させていただきます。 
Q．ターゲット選定に分析を用いたということでしたが具体的にどのような方法と結果が出
たのですか？ 
A．私たちは現地研修を踏まえて福井市をＳＷＯＴ分析にかけました。強みとしては人が温
かいこと、自然が多くリフレッシュしやすいことなどが出ました。また機会として北陸新幹
線が開業して福井市に来やすくなるということから、ターゲットを 20 代から 40 代の女性の
一人旅として日頃の疲れをいやすような旅にするという結論に至りました。 
Ｑ．サシェを作るという提案がありましたが、匂いはどうして福井市の有名なものなどの匂
いを使わなかったのですか。 
Ａ．匂いは一人旅の不安を解消するため、またリフレッシュ効果をもたらすことが目的のた
め花の香りなどをメインとして、デザインの面を福井市の固有の鳥や花にしました。 
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